
富
士
川
大
橋
と
は

富
士
川
大
橋
は
山
梨
県
の
南
西
部
、

富
士
川
町
と
市
川
三
郷
町
を
つ
な
ぐ
橋

長

メ
ー
ト
ル
の
農
道
橋
で
、
平
成
９

年
度
に
竣
工
し
ま
し
た
。
富
士
川
大
橋

は
広
域
農
道
と
し
て
農
作
物
の
流
通
を

促
進
す
る
役
割
と
と
も
に
、
災
害
時
に

は
緊
急
輸
送
道
路
と
し
て
人
々
の
生
活

の
安
全
・
安
心
に
欠
か
せ
な
い
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

富
士
川
大
橋
は
一
級
河
川
の
富
士
川

に
よ
り
分
断
さ
れ
た
地
域
間
を
つ
な
ぎ
、

通
勤
・
通
学
な
ど
多
く
の
人
に
利
用
さ

れ
る
、
生
活
に
も
欠
か
せ
な
い
農
道
橋

で
す
。
供
用
を
始
め
た
頃
の
１
日
当
た

り
の
交
通
量
は
１
５
０
０
台
で
し
た
が
、

付
近
に
道
の
駅
富
士
川
や
中
部
横
断
自

動
車
道
の
増
穂
Ｉ
Ｃ
が
整
備
さ
れ
た
こ

と
か
ら
現
在
で
は
１
日
当
た
り
８
０
０

０
台
ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

県
で
は
平
成
２
８
年
度
か
ら
富
士
川

大
橋
の
耐
震
補
強
工
事
に
着
手
し
、
令

和
２
年
度
竣
工
を
目
指
し
て
現
在
も
工

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
工
事
内
容
と
し
て
は
、
大

き
く
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
１
つ
目

は
橋
脚
の
耐
震
補
強
と
し
て
「
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
巻
立
て
工
法
」
で
す
。
こ

れ
は
現
在
の
橋
脚
に
鉄
筋
を
立
て
そ
の

上
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
橋
の
周
り
一

帯
を
覆
う
こ
と
で
、
強
度
を
増
す
こ
と

が
で
き
る
工
法
で
す
。

２
つ
目
は
「
落
橋
防
止
シ
ス
テ
ム
」

で
す
。
こ
れ
は
大
規
模
地
震
が
発
生
し

た
際
に
橋
自
体
が
落
ち
て
し
ま
う
の
を

防
止
す
る
役
割
の
あ
る
部
品
を
取
り
付

け
る
工
法
で
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
大
規
模
地
震
を

想
定
し
、
現
段
階
で
で
き
る
最
大
限
の

備
え
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

富
士
川
大
橋
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災

や
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、
平
成
２

５
年
度
に
橋
梁
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
耐
震
補
強
が
必
要
と
分
か

り
ま
し
た
。

甲府

富士川町＆
市川三郷町

耐
震
補
強
の
必
要
性

耐
震
補
強
工
事
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鉄筋コンクリート巻立て工法 施工状況



橋脚の周りに鉄筋を立て、コンクリートを打ち込むことで、地震が発生した際に耐えられるよ
うに橋脚そのものを補強する工事です。今まであった橋脚をコンクリートでぐるりと取り囲むよ
うにすることから「巻立て」という言葉が使われています。

細くて地震
に耐えられ
ないよ～

型枠を組みコンクリートを
打ち込みます

鉄筋を橋脚の
周りに立てる

橋台と橋桁を連結する「緩衝チェーン」 橋桁と橋桁を連結する「ＰＣケーブル」

大規模地震が発生した際に、橋自体が落ちてしまうのを防止する役割を果たしています。

工事後 工事前

補強完成

鉄筋コンクリート巻立て工法とは？

落橋防止システム

補強前

頑丈に
なった！


